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こ
れ
か
ら
も
「

市
民
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て

住
民
自
治
の
原
点
は
、
市
民
に
民
主
的
な
参
加
を
保
障

す
る
こ
と
で
す
。
今
議
会
で
市
長
は
市
民
に
何
の
予
告
も

な
く
、「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め

の
措
置
に
関
す
る
法
律
」
に
沿
っ
た
二
つ
の
条
例
を
提
案

し
ま
し
た
。
調
布
市
に
は
、
市
民
参
加
の
範
囲
や
基
準
、
手

続
等
を
定
め
た
市
民
参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、「
市
民
に

義
務
を
課
し
、
ま
た
は
権
利
を
制
限
す
る
条
例
の
制
定
改

正
の
時
は
、
市
民
参
加
を
実
施
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
有
事
を
想
定
し
た
条
例
は
、
様
々
な
時
代
認
識
や
平

和
観
な
ど
市
民
の
意
見
が
分
か
れ
る
内
容
を
含
み
、
市
民

の
私
権
を
拘
束
す
る
事
態
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
提
案
に
当

た
っ
て
は
、
よ
り
丁
寧
な
情
報
提
供
と
説
明
責
任
が
必
要

だ
っ
た
は
ず
で
す
。
「
徹
底
し
た
情
報
公
開
と
市
民
参
加

支援者の皆様へお願い

当会は１９９４年に発足し、翌９５年に、既存の政党・会派、いかな

る特定の団体とも利害関係のない純粋無所属の大河みとこを調布市議会

に送り出して、調布のまちと市政に関する情報を発信し続けてきました。既成

の政治的後ろ盾のない、この“普通の市民”による政治参画をこれまで支え続

けてくださったのは、会員の皆様の会費や支援者の方々からのご寄付です。「市

政は暮らしそのもの」という視点から、市民の声がもっと生かされるように一

層尽力してまいります。この活動の継続とさらなる充実のために、より多くの

方々にご入会およびご寄付をお願いしたく、振込み用紙を同封させていただき

ました。ご賛同とお力添えをどうぞよろしくお願いいたします。　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　元気派市民とみとこの会　代表　菅野マスヱ

で
、
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
」
と
い
う
市
長
公
約
に
も
反

す
る
条
例
提
案
に
、
私
は
断
固
反
対
し
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
自
治
を
育
む

の
は
、
形
式
的
で
は
な
い
、
市
民
の
目
線
で
の
実
質
的
な
市
政

運
営
で
す
。
私
は
「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、

ひ
る
む
こ
と
な
く
行
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　　　　
　　　　　
　　　　　
調調調調調
布布布布布
市市市市市
議議議議議
会会会会会
議議議議議
員員員員員
　　　　　
大大大大大
河河河河河
みみみみみ
ととととと
こここここ
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元
気
派
市
民
の
会
の

代
表
質
問
（
要
旨
）

☆
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
の
「
言
葉
っ
て
不
思
議
」
公
演
会
に
参
加
、
本
当
に
言
葉
は
生
き
物
、
自
在
だ
。
心
に
届
く
言
葉
を
使
う
の
は
難
し
い
け
ど
、
心
で
受
け
止
め
、
考
え
る
こ
と
は
い
つ
も
実
行
し
た
い
。（
み
と
こ
）

市市市市市
民民民民民
自自自自自
治治治治治
ををををを
めめめめめ
ざざざざざ
ししししし
、、、、、

地地地地地
ににににに
足足足足足
ののののの
つつつつつ
いいいいい
たたたたた
ままままま
ちちちちち

づづづづづ
くくくくく
りりりりり
ををををを

市
長
は
基
本
的
施
策
の
中
で
政
府
の
三

位
一
体
の
方
向
性
は
正
し
い
と
の
前
提
に

立
ち
、
自
立
し
た
自
治
体
を
目
指
し
て
、
持

続
可
能
な
行
政
運
営
の
確
立
に
向
け
て
、

市
政
運
営
の
改
革
を
図
っ
て
い
く
と
の
決

意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
市
長
の

任
期
は
十
八
年
度
の
途
中
で
終
わ
り
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
行
政
運
営
に
臨
ま
れ
る

の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
四
年
前
の
市
民
へ
の

約
束
に
対
す
る
自
己
評
価
を
し
た
上
で
、

新
た
な
四
年
間
の
公
約
に
つ
な
が
る
基
本

的
施
策
を
示
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
民

と
行
政
が
同
じ
方
向
を
目
指
し
、
共
に
納

得
の
い
く
汗
を
か
き
な
が
ら
「
人
が
人
と

し
て
最
期
ま
で
尊
重
さ
れ
る
地
域
社
会
の

建
設
」
に
向
け
て
、
地
に
足
の
つ
い
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
と
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
元
気
派
市
民
の
会
は
「
私
た
ち
の
ま

ち
の
こ
と
は
私
た
ち
で
決
め
た
い
」
と
い

う
市
民
自
治
を
め
ざ
し
、
市
民
の
声
が
届

く
「
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
る
べ
く
活
動
し
て
き
た
立
場

か
ら
、
市
民
が
求
め
る
重
点
施
策
の
提
案

を
し
な
が
ら
質
問
し
ま
し
た
。

四四四四四
年年年年年
間間間間間
ののののの
市市市市市
政政政政政
運運運運運
営営営営営
ののののの
評評評評評
価価価価価

ををををを
問問問問問
ううううう

暮
ら
し
の
原
点
を
支
え
る
自
治
体
政
府

は
今
何
を
す
べ
き
か
。
こ
れ
か
ら
も
持
続

可
能
な
社
会
を
創
り
、
次
世
代
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
に
問
わ
れ
て
い
る

と
考
え
る
。

１１１１１
．．．．．
行行行行行
革革革革革
アアアアア
ククククク
シシシシシ
ョョョョョ
ンンンンン
プププププ
ラララララ
ンンンンン

当
会
は
市
長
就
任
時
か
ら
地
に
足
の
つ

い
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
言
し
続
け
、
財
政

を
圧
迫
す
る
「
あ
れ
も
こ
れ
も
」
の
市
長
提

案
を
懸
念
し
て
、
緊
急
性
・
必
要
性
か
ら
事

業
を
厳
選
す
る
「
あ
れ
か
こ
れ
か
」
の
取
捨

選
択
と
、
市
民
の
視
点
か
ら
の
質
の
高
い

経
営
を
求
め
て
き
た
。
行
革
を
進
め
て
き

た
プ
ロ
セ
ス
の
評
価
を
住
民
か
ら
の
視
点

で
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。
公
約
違
反
で
あ

る
新
し
い
公
共
施
設
建
設
、
経
常
経
費
と

な
る
新
規
事
業
の
選
択
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
た
観
光
事
業
の
失
敗
な
ど
、
市

民
の
痛
み
、
職
員
の
努
力
が
報
わ
れ
ず
に
今

に
至
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
行
革
は
何
の
た

め
に
す
る
の
か
。
市
長
自
身
の
具
体
的
な
評

価
を
問
う
。
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
の
原
動
力
と
な
る
職
員
の
人
材
育
成

に
対
す
る
評
価
は
ど
う
捉
え
、
今
後
は
ど
う

進
め
て
い
く
か
。

【
市
長
答
弁
】
市
長
就
任
以
来
、市
民
と
共
に
歩

む
市
政
運
営
を
基
本
姿
勢
と
し
、
市
民
参
加
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
き
た
。
市
民

参
加
の
ま
ち
づ
く
り
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
導

入
、
予
算
編
成
方
式
の
改
善
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
着
実
な
推
進
な
ど
一
定
の
成
果
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。
行
革
に
は
市
民
の
理
解
協

力
が
不
可
欠
。
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を

実
施
し
、
概
ね
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
た
と
考

え
る
。
職
員
の
能
力
開
発
と
自
己
実
現
を
高

め
、「
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
職
員
」の
育

成
に
取
り
組
む
。

２２２２２
．．．．．
財財財財財
政政政政政
運運運運運
営営営営営

基
本
的
施
策
の
実
現
に
は
財
政
運
営
の
基

本
方
針
が
重
要
。
今
年
度
か
ら
は
計
画
、
行

革
、
予
算
の
一
体
的
な
取
り
組
み
が
資
料
に

も
現
れ
、
施
策
、
予
算
概
要
と
し
て
示
さ
れ

た
こ
と
は
高
く
評
価
す
る
。
限
ら
れ
た
財

源
の
中
、
各
部
が
ど
の
よ
う
に
事
業
に
優

先
順
位
を
つ
け
決
定
し
た
の
か
丁
寧
に
説

明
す
る
こ
と
が
さ
ら
に
必
要
。
実
現
し
た

い
施
策
は
無
限
で
も
、
そ
れ
に
必
要
な
財

源
に
は
限
界
が
あ
る
。
十
八
年
度
総
予
算

は
3.5
％
増
の
六
百
九
十
四
億
円
。
財
政
効

果
の
主
な
も
の
は
土
地
売
却
収
入
。
今
後

は
公
共
施
設
の
維
持
補
修
、
京
王
線
関
連

事
業
な
ど
財
政
需
要
が
税
収
よ
り
遙
か
に

高
い
現
状
を
考
え
る
と
財
政
規
律
を
確
保

で
き
る
仕
組
み
も
必
要
。
市
長
の
基
本
的

な
考
え
方
に
つ
い
て
具
体
的
に
問
う
。

【
市
長
答
弁
】「
施
策
・
予
算
概
要
資
料
」
の

内
容
充
実
、
財
政
白
書
の
作
成
な
ど
を
通

じ
、
財
政
の
現
状
と
課
題
な
ど
の
情
報
提

供
を
行
い
、
透
明
性
を
高
め
た
い
。
ス

ピ
ー
ド
あ
る
対
応
を
図
る
こ
と
で
、
臨
時

的
な
財
源
対
策
に
頼
ら
な
い
財
政
構
造
の

確
立
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
の
行
財
政

運
営
に
取
り
組
む
。

３３３３３
．．．．．
参参参参参
加加加加加
・・・・・
協協協協協
働働働働働
ののののの
ままままま
ちちちちち
づづづづづ
くくくくく
りりりりり

協
働
の
時
代
を
迎
え
た
と
の
認
識
か

ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
支
援
に
取
り
組
む
と
の
こ
と
だ

が
、
具
体
的
に
ど
う
考
え
て
い
る
か
。「
住
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言言言言言

市
長
は
、
行
革
プ
ラ
ン
な
ど
の
成
果
を

挙
げ
て
い
る
が
、
市
民
と
の
合
意
形
成
を

図
り
な
が
ら
改
革
し
て
い
く
課
題
や
、
数

値
目
標
を
掲
げ
た
改
善
は
道
半
ば
だ
。
新

た
な
、
行
革
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
と
い
う

が
、
そ
も
そ
も
何
の
た
め
の
行
革
な
の
か

が
見
え
て
こ
な
い
。
ま
た
、
公
約
だ
っ
た

「
ム
ダ
、
無
理
な
箱
物
行
政
の
見
直
し
」
に

反
す
る
事
業
の
推
進
も
あ
っ
た
。
二
期
目

へ
の
市
政
運
営
を
表
明
し
て
い
る
市
長
は
、

ま
ず
市
民
の
目
線
で
公
約
の
総
括
を
し
、

市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き
だ
。

☆
ド
イ
ツ
映
画
「
白
バ
ラ
は
死
な
ず
」
を
観
る
。
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
の
時
、
抵
抗
ビ
ラ
を
大
学
校
内
で
ま
い
た
だ
け
で
処
刑
さ
れ
た
勇
気
あ
る
女
子
大
生
の
物
語
だ
っ
た
。
真
の
勇
気
と
は
何
か
自
問
し
て
い
ま
す
。（
み
と
こ
）

３月９日市議会を初めて傍聴した。この日は代表質問の日。各会派

の代表が壇上に立ち質問文を読み上げる。各会派の質問を聞きながら、

市内にはいろんな要望があることを改めて知った。どこで情報を集め

ているのだろう？いろんな集まりで顔を見かける市議は少ない。私の

話も聞いてもらえるのか？などなどいろんな想像が頭をよぎる。

そして、市長の答弁。トーンも変えず、抑揚もつけず淡々と原稿を

読み上げる。まるで他人事のよう。ずっと聞いていると眠気が襲って

きた。周期的に聞こえてくる市の職員が一斉に原稿をめくる音だけが

耳に残った。代表質問とはこういうものなのか。初めての傍聴にわく

わくしながら出かけたのに…熱い議会を期待してきた私は肩透かしを

くらった感じがした。次は熱い討論が展開されている議会を見たいと

切に願う。　　　　　　　　　　　　　国領町在住　渡邉　由美子

民
自
治
基
本
条
例
」
の
制
定
に
向
け
、
懇
話

会
で
は
充
実
し
た
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
重
要
。
行
政
運
営

の
基
本
姿
勢
に
据
え
た
市
民
参
加
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
践
が
求
め
ら
れ
る
の
は
当
然
。

ど
の
よ
う
な
進
め
方
を
考
え
て
い
る
の
か
。

【
市
長
答
弁
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
特
性
で
あ
る
先
駆

性
・
専
門
性
・
行
動
力
が
発
揮
で
き
る
協
働

事
業
を
可
能
な
限
り
広
げ
る
こ
と
が
重
要
。

市
民
参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
協
働
の

仕
組
み
を
充
実
さ
せ
る
。
自
治
基
本
条
例

の
制
定
に
向
け
、
じ
っ
く
り
、
か
つ
着
実
に

取
り
組
む
。

未未未未未
来来来来来
ににににに
希希希希希
望望望望望
ががががが
持持持持持
ててててて
るるるるる
ままままま
ちちちちち

づづづづづ
くくくくく
りりりりり
ののののの
重重重重重
点点点点点
施施施施施
策策策策策
ををををを
問問問問問
ううううう

市
民
意
識
調
査
で
も
、
優
れ
た
景
観
・
緑

の
保
全
と
自
然
環
境
に
満
足
し
て
い
る
市

民
が
多
い
。
そ
の
一
方
で
マ
ン
シ
ョ
ン
等

が
で
き
て
、
緑
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
切

実
な
声
も
上
が
っ
て
い
る
。
「
ほ
っ
と
す
る

ま
ち
づ
く
り
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
が
、
そ

の
中
の
高
さ
制
限
が
も
っ
と
早
く
施
行
さ

れ
て
い
れ
ば
明
大
グ
ラ
ン
ド
に
大
規
模
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
と
い
う
事
態
に
は
な
ら
な

か
っ
た
と
悔
や
ま
れ
る
。
景
観
計
画
は
い

つ
か
ら
着
手
す
る
の
か
。
自
然
環
境
の
保

全
は
、
行
政
に
し
か
で
き
な
い
公
共
性
の

高
い
、
緊
急
性
が
求
め
ら
れ
る
施
策
と
考

え
る
が
ど
う
か
。
限
り
あ
る
資
源
を
活
か

し
て
、
身
近
な
生
活
圏
で
、
ゆ
と
り
と
豊
か

さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

持
続
可
能
な
社
会
と
し
て
次
世
代
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と

考
え
る
。
佐
須
・
深
大
寺
地
域
を
市
民
財
産

と
し
て
一
体
的
に
活
か
す
こ
と
は
重
要
。

農
業
高
校
の
活
用
も
進
ん
で
き
た
と
聞
い

て
い
る
。
多
く
の
市
民
と
事
業
者
、
都
も
巻

き
込
ん
だ
話
し
合
い
の
場
を
持
ち
、
地
域

環
境
を
含
め
た
調
査
な
ど
も
行
い
、
じ
っ

く
り
と
検
討
す
る
こ
と
を
再
度
提
案
す
る
。

【
市
長
答
弁
】
環
境
施
策
は
行
政
が
積
極
的
に

取
り
組
む
重
要
課
題
。
十
八
年
度
は
北
部
地
域

の
環
境
資
源
把
握
の
調
査
を
し
、
地
域
に
根
ざ

し
た
保
全
活
動
を
市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
し
て
い
く
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
む
。
　

高高高高高
齢齢齢齢齢
者者者者者
施施施施施
策策策策策
ににににに
つつつつつ
いいいいい
ててててて
ののののの
提提提提提
案案案案案

介
護
保
険
料
の
大
幅
値
上
げ
な
ど
の
動
き
も

あ
り
、
市
民
の
負
担
を
軽
減
す
る
意
味
か
ら

も
、
こ
の
ま
ち
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た

め
の
総
合
的
な
健
康
政
策
は
重
要
課
題
。
基
本

的
施
策
で
は
、
高
齢
化
の
進
行
を
経
験
豊
富
な

市
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
か
し
、
自
ら
も

生
き
甲
斐
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
築
く
こ

と
が
重
要
と
し
な
が
ら
も
介
護
予
防
施
策
ば
か

り
。
住
民
が
自
主
的
に
管
理
・
運
営
を
行
っ
て

い
る
「
野
ヶ
谷
の
郷
」
の
よ
う
に
、
交
流
で
き

る
場
や
指
導
者
が
い
れ
ば
地
域
で
活
き
活
き
と

暮
ら
せ
る
。
今
後
は
、
よ
り
広
い
交
流
に
つ
な

が
る
市
独
自
の
事
業
が
求
め
ら
れ
る
。
地
域
で

心
豊
か
に
暮
ら
し
続
け
た
い
と
思
え
る
施
策
を

今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

【
市
長
答
弁
】
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
持
つ
高

齢
者
が
地
域
活
動
に
参
画
で
き
る
環
境
を
作

り
、
地
域
の
先
駆
的
な
団
体
の
事
例
を
踏
ま
え

各
地
で
普
及
す
る
よ
う
地
域
の
力
を
活
か
す
。
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１月 ５ 新春のつどい

７ CLCA主催谷川俊太郎公演会

９ 成人式

11 障害者計画策定委員会傍聴

12 市議会だより委員会

13-14 市川房枝記念会政治参画セミナー

17 幹事長会

20 月例フォーラム

21 武蔵境通り住民協議会

25 映画「白バラは死なず」鑑賞

26 住民自治基本条例に関する市民懇談会
傍聴

29 市民駅伝大会

31-2/1 広域交通等対策特別委員会視察（大阪
府枚方市・大阪市）

２月 ３ 財政学校

４ 男女共同参画の推進に関する検討会傍
聴・全国自治体議員行財政自主研究会

６ 自治体トップフォーラム

10 交通バリアフリー基本構想策定委員会
傍聴

13 東京の緑問題を考えるシンポジウム

14 東京都市議会議員研修会

15 障害者計画策定委員会傍聴

16 元気派学習会・議会報告会

17 幹事長会・予算内示会

19 ふれあいフェスタ（深大寺地域福祉セ
　　　　　　ンター）

21 厚生委員会

22 議会運営委員会

23 幹事長会

24 環境保全審議会

25 男女共同参画の推進に関する検討会傍聴

26 ＮＨＫのど自慢・調布大会

３月　1 議会運営委員会

3-23 ３月議会開会

４ 東京都道路整備方針案説明会

11 男女共同参画の推進に関する検討会傍聴

21 武蔵境通り住民協議会

22 神代中卒業式

24 北ノ台小卒業式・調布市住民自治基本
条例に関する市民懇談会傍聴

25 調布市民健康づくりを始める会

27 生涯学習推進協議会傍聴

28 ＡＥＤ救急救命講習会参加

29 都市計画審議会傍聴

みとこの活動日誌

調布市の介護保険料は月額の基準額で3,100円から4,000円と値上がりしますが、全国平均よりもやや安く、武

蔵野市や町田市等は上回っているという話が出ました。介護保険の運営は各市町村が行うので、サービス量や整

備状況、人口等により、保険料は同一ではありません。　調布市の介護保険給付費は、平成14年度は約60億円

でしたが、20年度は約95億円と推計しています。調布市は、地域包括支援センターの設置数が多く、調布独自

の高齢者等の生活支援見守りネットワークのための人員配置を充実させた分、保険料にも反映しました。保険料

を払うのも、サービスを受けるのも市民です。調布独自の見守り事業が市民の安心な暮らしにつながるよう、育

てていきましょう。

元気派だより
■■■■■学学学学学習習習習習会会会会会報報報報報告告告告告　　　　　「「「「「新新新新新しししししいいいいい福福福福福祉祉祉祉祉ののののの動動動動動きききききーーーーー高高高高高齢齢齢齢齢者者者者者総総総総総合合合合合計計計計計画画画画画ををををを中中中中中心心心心心にににににーーーーー」」」」」についてについてについてについてについて

　　

調布市　このまちのツボ調布市　このまちのツボ調布市　このまちのツボ調布市　このまちのツボ調布市　このまちのツボ 第７弾
今、ココを押さえて

おけば、調布市の未

来は開かれる！

調布市福祉部高齢福祉課長より、調布市高齢者総合計画（平

成１８年度～２０年度）について説明を受けました。

調布市では、介護保険事業計画と老人保健福祉計画を合体・

総称して「高齢者総合計画」を策定。３年ごとに見直しを行

ない、平成１８年４月から第３期がスタートしました。調布

市の高齢者（65歳以上）人口は、平成１７年１０月１日現在

で,35,852人（高齢化率16.7％）。平成２０年には約39,000人

（高齢化率 18.0％）、要介護認定者数は約7,000人となる見込みです。

2006年 2月 16日（木）文化会館たづくり今回は、「 多治見市の、より丁寧な情報提供と

説明責任、市民参加に学ぼう！ 」 です。

介護予防重視

介護が必要となる可能性の高い

高齢者（虚弱高齢者）を対象に、転

倒予防や筋力向上、栄養改善等を行

なう「地域支援事業（介護予防事

業）」や、要支援１・２の方を対象に、

介護予防の観点からホームヘルプ

サービスやデイサービス等を行なう

「新予防給付（介護保険給付）」が創

設されました。

地域包括支援センター

地域ケアの拠点として、介護予防、

高齢者の総合相談、高齢者虐待防止、

包括的・継続的マネジメント、見守り

ネットワーク等を事業内容とする地

域包括支援センターが創設されます。

見守りネットワークは、調布市独自

の事業です。市内９か所にある在宅

介護支援センターが地域包括支援セ

ンターに移行します。

地域密着型サービス

小規模多機能型居宅介

護（通所介護、短期入所、

訪問介護等の機能をもつ

地域の拠点）等の地域密着

型サービスは、地域による

偏りがでないよう、市内を

東西南北の４つの圏域に

設定して整備を進めてい

きます。

●参加者の感想等

・高齢者を見守る制度があるということだが、家の前を足元のおぼつかない高齢者が通ったとき、名前も家もわか

らないので連絡の仕様がなかった。見守り制度につなげる具体的な方法がわかるといい。

・年金の少ない人が、月々の介護保険料を払うのは厳しいだろう。

・安心して暮らせるための制度は「支えられる人が支えていく」という、支える気持ちも育て

ることが大切なのではないか。

・介護予防というが、高齢者の生活の実態が見えていないように思う。

☆
Ｃ
．
ｗ
．
二
コ
ル
さ
ん
の
講
演
を
聴
く
。「
英
国
は
教
育
と
自
然
回
復
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
ど
ん
な
日
本
に
住
み
た
い
で
す
か
。
財
産
は
目
に
見
え
な
い
、
友
情
、
愛
情
、
安
ら
ぎ
だ
」
ど
の
言
葉
も
重
い
。（
み
と
こ
）

☆
長
く
会
員
の
調
布
ま
ち
づ
く
り
の
会
バ
リ
ア
フ
リ
ー
部
会
の
メ
ン
バ
ー
と
駅
の
バ
リ
ア
ー
チ
ェ
ッ
ク
に
参
加
し
た
。
目
線
を
変
え
る
と
問
題
点
が
良
く
わ
か
る
、
ま
だ
ま
だ
駅
周
辺
は
危
険
が
一
杯
だ
。（
み
と
こ
）

◆地方自治の本旨は、住民自治と団体自治。それは、市民参加を可能な限

り保障すること、そして中央政府から独立した対等な関係だというこ

と。市長や職員には「自治」の自覚をもっと持ってほしいな。

◇多治見市は、徹底した情報公開と積極的

でわかりやすい情報提供に努めているね。

◆多治見市の条例案を提示して、パブ

リックコメントを平成18年1月10日

から23日まで募集したところ、21件

の意見や要望書が出て、それに対す

る市の考え方も載せているよ。

（注）平成１６年に成立した「武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律

（国民保護法）」に基づく条例。国民保護法では、武力攻撃事態等において、武力攻撃から

国民の生命・身体・財産を守り、国民生活等に及ぼす影響を最小にするための、国・地方

公共団体等の責務、避難・救援・武力攻撃災害への対処等の措置が規定されています。

◆岐阜県多治見市では、市のホーム

ページの中央に「多治見市の国民保

護について」の項目があるの。国民保

護の仕組みが分かりやすく掲載され

ている「内閣官房」など、国民保護法

の概要や関係するサイトへのリンク

があるのよ。ほらね、関係法令も、ク

リックひとつで、簡単に手に入るよ

うになっているでしょ。

◇それって、私た

ちの生活に重大

な影響があるこ

とでしょ。何も

知らされていな

かったよね。

◆３月の議会で、「調布市国民保護対策本部及び調布市緊急対処

事態対策本部条例」、「調布市国民保護協会条例」（注）が議決

されたよ。

◇条例制定した後に

作成する、「市町村

国民保護計画」の

モデル計画も見ら

れるんだね。

真剣に聞きいる参加者

▲

▲

▲

▲

▲

▲
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増増増増増
収収収収収
時時時時時
ににににに
借借借借借
金金金金金
ししししし
ててててて
、、、、、
3.53.53.53.53.5
％％％％％
ののののの

プププププ
ラララララ
ススススス
予予予予予
算算算算算
ががががが
可可可可可
決決決決決
！！！！！

平平平平平
成成成成成
十十十十十
八八八八八
年年年年年
度度度度度
一一一一一
般般般般般
会会会会会
計計計計計
予予予予予
算算算算算

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

元
気
派
市
民
の
会
・
反
対

十
八
年
度
予
算
は
、
一
般
財
源
枠
配
分
方

式
の
本
格
実
施
に
よ
り
編
成
さ
れ
た
。
予
算

資
料
が
調
布
市
と
し
て
施
策
・
予
算
概
要
に

統
合
し
た
事
は
評
価
す
る
が
、
増
収
で
あ
っ

た
の
に
臨
時
財
政
対
策
債
十
億
五
千
万
円
を

借
金
し
、
ま
た
も
や
「
あ
れ
も
、
こ
れ
も
」
の

予
算
だ
っ
た
。
行
革
に
よ
る
財
政
効
果
は
土

地
売
却
収
入
が
主
で
あ
っ
た
。
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、
全
体
予
算
の
中
で
重
点
課

題
を
絞
り
込
み
、
新
規
事
業
の
先
送
り
な
ど
、

今
後
は
公
共
が
担
う
事
業
の
優
先
順
位
の
明

確
化
を
す
べ
き
と
考
え
予
算
に
反
対
し
た
。

市市市市市
長長長長長
公公公公公
約約約約約
ののののの
「「「「「
暮暮暮暮暮
ららららら
ししししし
優優優優優
先先先先先
・・・・・
開開開開開
かかかかか
れれれれれ
たたたたた
市市市市市
政政政政政
」」」」」

ににににに
反反反反反
ししししし
たたたたた
十十十十十
八八八八八
年年年年年
度度度度度
予予予予予
算算算算算
ががががが
可可可可可
決決決決決
！！！！！

総総総総総
務務務務務
費費費費費
＝＝＝＝＝
大大大大大
切切切切切
ななななな
施施施施施
設設設設設
改改改改改
修修修修修
ははははは
先先先先先
延延延延延
ばばばばば

ししししし
、、、、、
疑疑疑疑疑
問問問問問
ののののの
多多多多多
いいいいい
新新新新新
規規規規規
施施施施施
設設設設設
ががががが
予予予予予
算算算算算
化化化化化
さささささ

れれれれれ
たたたたた
。。。。。
老
朽
化
し
た
学
校
施
設
整
備
な
ど

身
近
で
緊
急
に
す
べ
き
施
設
改
修
が
先
延

ば
し
状
態
で
、
施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
運

営
方
針
さ
え
も
未
定
の
仙
川
の
音
楽
芝
居

小
屋
関
連
費
予
算
が
十
億
九
千
万
円
余
も

予
算
化
さ
れ
た
。
ま
た
、
然
る
べ
き
条
例
制

定
過
程
を
経
ず
提
案
さ
れ
、
市
民
全
体
に

多
大
に
影
響
す
る
「
調
布
市
国
民
保
護
対

策
本
部
及
び
調
布
市
緊
急
対
処
事
態
対
策

本
部
条
例
」
「
調
布
市
国
民
保
護
協
議
会
条

例
」
に
係
わ
る
予
算
も
含
ま
れ
る
。
行
革
プ

ラ
ン
で
示
し
た
数
値
目
標
と
の
関
連
も
含

め
、
監
理
団
体
の
経
営
改
善
が
反
映
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
も
不
明
。
予
算
審
議
に

積
算
根
拠
も
含
め
た
関
連
資
料
が
欲
し

か
っ
た
。

福福福福福
祉祉祉祉祉
政政政政政
策策策策策
＝＝＝＝＝
社社社社社
会会会会会
保保保保保
障障障障障
関関関関関
連連連連連
ののののの
行行行行行
政政政政政
需需需需需

要要要要要
ははははは
更更更更更
ににににに
伸伸伸伸伸
びびびびび
るるるるる
こここここ
ととととと
ががががが
予予予予予
想想想想想
さささささ
れれれれれ
るるるるる
。。。。。

法
改
正
の
な
か
で
、
独
自
減
免
や
補
助
金

等
へ
の
取
り
組
み
は
理
解
で
き
る
が
、
財

源
は
限
ら
れ
て
お
り
、
新
た
な
需
要
に
即

し
た
事
業
の
見
直
し
も
大
事
。
そ
の
よ
う

に
確
保
し
た
財
源
で
、
事
業
を
拡
充
し
福

祉
の
質
を
高
め
る
こ
と
を
要
望
。
各
種
の

法
が
現
金
給
付
か
ら
現
物
給
付
へ
移
行
し

て
い
る
今
、
国
や
都
の
動
き
も
注
視
し
た
、

慎
重
な
対
応
を
求
め
た
。

環環環環環
境境境境境
政政政政政
策策策策策
＝＝＝＝＝
自自自自自
然然然然然
環環環環環
境境境境境
ののののの
保保保保保
全全全全全
等等等等等
、、、、、

具具具具具
体体体体体
性性性性性
ががががが
ななななな
いいいいい
。。。。。
環
境
政
策
の
、
後
期
基

本
計
画
へ
の
明
確
な
位
置
づ
け
を
要
望
。

平平平平平
成成成成成
十十十十十
八八八八八
年年年年年
度度度度度
用用用用用
地地地地地
特特特特特
別別別別別
会会会会会
計計計計計

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

元
気
派
市
民
の
会
・
反
対

【
元
気
派
の
意
見
】
当
初
か
ら
反
対
し
て

い
る
音
楽
芝
居
小
屋
の
用
地
費
が
約
七
億
円

含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
予
算
に
は
外
環
事
業

で
創
設
さ
れ
た
生
活
再
建
救
済
制
度
の
た
め

の
債
務
負
担
行
為
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
も

そ
も
、
国
に
指
定
・
指
示
さ
れ
た
高
金
利
の

財
団
か
ら
市
が
借
金
し
て
国
や
都
に
代
わ
っ

て
用
地
を
取
得
す
る
と
い
う
制
度
自
体
が
問

題
。
血
税
を
無
駄
に
使
う
象
徴
的
な
事
業
に

納
税
者
の
立
場
か
ら
も
賛
成
で
き
な
い
。

平平平平平
成成成成成
十十十十十
七七七七七
年年年年年
度度度度度
一一一一一
般般般般般
会会会会会
計計計計計
補補補補補
正正正正正
予予予予予
算算算算算

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

元
気
派
市
民
の
会
・
反
対

【
元
気
派
の
意
見
】
市
民
税
が
伸
び
、
財
政

規
律
を
自
ら
に
課
し
全
庁
的
に
枠
配
分
方
式
を

試
行
し
た
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
市
債
は
減
額
し

た
。
し
か
し
音
楽
芝
居
小
屋
事
業
に
関
し
て

は
、
市
債
で
の
財
源
の
確
保
を
国
の
交
付
金
へ

と
振
り
替
え
た
。
根
拠
が
あ
い
ま
い
な
事
業
の

た
め
に
安
易
に
国
に
ツ
ケ
を
廻
す
の
は
問
題
。

改
革
の
時
代
の
自
治
体
政
府
は
、
国
民
・
都
民
・

市
民
の
目
線
で
物
事
を
捉
え
、
次
世
代
の
未
来

の
た
め
に
も
財
政
規
律
を
高
め
て
い
く
責
任
を

要
望
し
反
対
し
た
。

　
調調調調調
布布布布布
市市市市市
国国国国国
民民民民民
保保保保保
護護護護護
対対対対対
策策策策策
本本本本本
部部部部部
及及及及及
びびびびび
調調調調調

布布布布布
市市市市市
緊緊緊緊緊
急急急急急
対対対対対
処処処処処
事事事事事
態態態態態
対対対対対
策策策策策
本本本本本
部部部部部
条条条条条
例例例例例

調調調調調
布布布布布
市市市市市
国国国国国
民民民民民
保保保保保
護護護護護
協協協協協
議議議議議
会会会会会
条条条条条
例例例例例

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

元
気
派
市
民
の
会
・
反
対

【
元
気
派
の
意
見
】
こ
れ
ら
は
国
民
の
保

護
計
画
の
た
め
の
条
例
提
案
で
あ
り
、
市
民

参
加
の
範
囲
や
基
準
・
手
続
等
を
定
め
た
市

民
参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
「
市
民
に
義
務
を
課

し
、
ま
た
は
権
利
を
制
限
す
る
条
例
の
制

定
」
、
「
広
く
市
民
に
適
用
さ
れ
、
市
民
生
活

に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
制
度
の
導
入
又
は

改
廃
」
に
該
当
す
る
条
例
だ
っ
た
。
こ
れ
を

適
用
せ
ず
、
市
民
自
治
の
担
保
と
も
言
え
る

市
民
参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ル
ー
ル
を
市
長
が

み
と
こ
の
議
会
レ
ポ
ー
ト

平
成
十
八
年
調
布
市
議
会

第
一
回
定
例
会

三
月
三
日
〜
二
十
三
日
（
二
十
一
日
間
）

☆
桜
前
線
は
深
大
寺
に
も
訪
れ
て
い
ま
す
。
バ
ス
の
車
窓
か
ら
眺
め
る
風
景
に
毎
日
感
動
し
て
い
ま
す
。
も
う
す
ぐ
桜
吹
雪
に
な
り
そ
う
、
入
学
式
ま
で
持
ち
そ
う
に
な
い
の
が
気
が
か
り
。（
み
と
こ
）
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守
ら
ず
、
然
る
べ
き
制
定
過
程
を
経
な
い
こ

と
に
抗
議
し
反
対
し
た
。

第第第第第
三三三三三
十十十十十
一一一一一
回回回回回
オオオオオ
リリリリリ
ンンンンン
ピピピピピ
ッッッッッ
ククククク
競競競競競
技技技技技

大大大大大
会会会会会
ののののの
東東東東東
京京京京京
招招招招招
致致致致致
ににににに
関関関関関
すすすすす
るるるるる
決決決決決
議議議議議

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

元
気
派
市
民
の
会
・
反
対

【
元
気
派
の
意
見
】
千
億
円
余
の
基
金
を

充
当
し
て
、
区
部
中
心
の
都
市
再
生
等
の
推

進
も
含
む
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
を
す
る
こ
と

が
東
京
都
の
優
先
課
題
と
は
思
え
な
い
。
都

民
生
活
の
格
差
が
広
が
る
な
か
で
、
都
が
取

り
組
む
べ
き
は
、
多
摩
地
区
も
含
む
東
京
都

全
体
の
環
境
政
策
・
都
民
の
福
祉
向
上
で
あ

る
と
考
え
、
具
体
的
な
計
画
の
な
い
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
招
致
に
反
対
し
た
。

中中中中中
小小小小小
企企企企企
業業業業業
ととととと
地地地地地
域域域域域
経経経経経
済済済済済
ののののの
発発発発発
展展展展展
ににににに

寄寄寄寄寄
与与与与与
すすすすす
るるるるる
施施施施施
策策策策策
ののののの
充充充充充
実実実実実
ををををを
求求求求求
めめめめめ
るるるるる

意意意意意
見見見見見
書書書書書

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

元
気
派
市
民
の
会
・
反
対

【
元
気
派
の
意
見
】
中
小
企
業
へ
の
融
資

に
関
す
る
改
善
策
や
、
企
業
間
の
対
等
平
等

に
関
す
る
法
改
正
な
ど
理
解
で
き
る
項
目
も

あ
っ
た
。
し
か
し
国
が
赤
字
財
政
で
混
迷

し
、
三
位
一
体
改
革
で
地
方
へ
の
三
兆
円

の
財
源
移
譲
で
揉
め
て
い
る
時
に
、
詳
し

い
算
出
根
拠
を
伴
わ
な
い
一
兆
円
の
中
小

企
業
の
経
営
支
援
を
地
方
議
会
か
ら
国
に

対
し
て
要
求
す
る
意
見
書
に
賛
同
し
、
巨

額
な
税
金
の
支
出
を
求
め
る
こ
と
に
は
無

理
が
あ
る
と
考
え
、
反
対
し
た
。

乳乳乳乳乳
幼幼幼幼幼
児児児児児
医医医医医
療療療療療
費費費費費
助助助助助
成成成成成
制制制制制
度度度度度
ののののの
所所所所所
得得得得得

制制制制制
限限限限限
ののののの
撤撤撤撤撤
廃廃廃廃廃
ととととと
小小小小小
学学学学学
校校校校校
以以以以以
上上上上上
へへへへへ
ののののの

拡拡拡拡拡
大大大大大
ををををを
求求求求求
めめめめめ
るるるるる
意意意意意
見見見見見
書書書書書

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

元
気
派
市
民
の
会
・
反
対

【
元
気
派
の
意
見
】
都
の
現
制
度
で
は
所

得
制
限
付
き
・
小
学
校
就
学
前
ま
で
を
対

象
と
し
て
い
る
も
の
を
、
所
得
制
限
を
撤

廃
し
小
学
校
以
上
へ
の
対
象
拡
大
を
求
め

る
意
見
書
。
三
多
摩
の
各
市
で
福
祉
施
策

に
違
い
は
あ
る
が
、
調
布
市
で
は
す
で
に

健
康
政
策
と
し
て
、
市
費
で
補
い
撤
廃
し

て
い
る
。
真
に
福
祉
の
質
を
高
め
、
子
ど
も

の
健
全
な
成
長
を
促
す
た
め
に
都
に
求
め

る
べ
き
は
、
個
々
の
バ
ラ
マ
キ
的
対
応
で

は
な
く
、
保
健
行
政
や
都
立
高
校
関
連
の

充
実
な
ど
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
緊
急

に
解
決
す
べ
き
問
題
で
あ
り
、
他
に
も
優

先
す
る
こ
と
が
あ
る
と
考
え
反
対
し
た
。

☆
知
り
合
い
の
書
家
の
方
が
、
友
人
の
依
頼
で
自
在
に
和
紙
に
書
く
場
に
居
合
わ
せ
る
。
そ
こ
に
流
れ
る
緊
張
感
と
、
創
造
す
る
人
の
美
し
さ
に
触
れ
感
動
す
る
。
あ
ー
、
す
ご
い
。（
み
と
こ
）

広域交通問題等対策特別委員会

視察報告　

大阪府枚方市、大阪市　1/31～ 2/1

●枚方市●枚方市●枚方市●枚方市●枚方市：第二京阪道路の現場を視察、

掘り割り区間の工夫に注目しました。大規

模な道路事業は環境破壊と同時にまちの分

断にもつながります。住民の目線からの道

づくりの必要性を痛感しました。

●大阪市●大阪市●大阪市●大阪市●大阪市：阪和線連続立体交差事業と

天王寺大和川線の整備を視察。特にこの線

では緑の空間として、市民の協力を得て花

壇づくり等に取り組んでいました。駅のバ

リアフリー

化も参考に

な り ま し

た。

１０ヵ年の市税収入と行政需要との比較データ

平成１８年度調布市施策・予算概要より

平成１７年度は税制改正で市税収入の増を見込ん

でいますが、今後の市税収入の実質的な増加は小幅で

す。主な行政需要としては、高齢化などを背景に医療費や生活

保護費などの社会保障関係費、また京王線連立事業、職員退職

金手当などがあり、増加傾向です。５年後の平成２３年度には

収入と支出の差が約５０億円になると想定されます。しかもこ

の表には主な行政需要しか含まれていません。新たな課題に対

応するには、なお一層の行財政改革の推進が必要です。

１０ヵ年の市税収入等の見通しは？１０ヵ年の市税収入等の見通しは？１０ヵ年の市税収入等の見通しは？１０ヵ年の市税収入等の見通しは？１０ヵ年の市税収入等の見通しは？

百聞は一見に如か

ず。現場で学ぶこ

とは多い。
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元
気
派
ひ
ろ
ば

次
の
議
会
は
五
月
二
十
九
日
頃
か
ら
の
予
定
で
す
。
大
河
み
と
こ
は
一
般
質
問

を
行
い
ま
す
。
是
非
傍
聴
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。(

Ｔ
Ｅ
Ｌ0

4
2
-
4
8
1
-
7
2
9
1

）

当会は市民による調布のまちづくりを目指して活動しています。
みなさんも当会に入会して、これからもずっと住み続けたいまち・調布にしていきましょう。

会費(年)一口1,000円　       何口でも結構です！
会費及びカンパは郵便振替にても受け付けております。
口座番号00180-5-577951

加入者名「元気派市民とみとこの会」

次の活動を行います
1　懇談会、講演会の開催
2　会報、パンフレットの発行
3　その他

※「みみﾁｬﾝﾈﾙ」購読のみ希望の方も事務所までご連絡ください。

　
☆
編
集
後
記
☆

☆
も
う
す
ぐ
大
好
き
な
若
葉
の
季
節
。

人
目
に
触
れ
ぬ
根
が
休
ま
ず
に
枝
葉

を
育
て
て
い
る
。
ヨ
シ
ッ
、
自
分
の

根
っ
こ
を
再
点
検
！   

（
ち
え
み
）

☆
色
々
な
花
の
競
演
の
季
節
に
な
っ

た
。
身
の
回
り
の
自
然
に
無
関
心
で

い
る
と
も
っ
た
い
な
い
。
ま
ち
の
こ

と
に
も
関
心
を
持
つ
と
、
き
っ
と

も
っ
と
楽
し
い
。
　
　
　（
ち
は
る
）

☆
ひ
と
り
娘
が
進
学
の
た
め
巣
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。
助
産
師
さ
ん
、
保

育
士
さ
ん
、
学
校
や
塾
の
先
生
、
同

級
生
、
お
隣
り
、
ご
近
所
の
方
々
に

あ
ら
た
め
て
感
謝
。  

　（
マ
サ
コ
）

☆
久
し
ぶ
り
に
地
下
鉄
に
。
券
売
機
で

し
ば
し
悩
む
。
以
前
と
画
面
が
違

う
！
い
か
に
、
調
布
の
中
だ
け
で
生

活
し
て
い
る
か
。
　
　
　（
ま
さ
こ
）

☆
希
望
に
満
ち
た
子
供
た
ち
の
笑
顔
か

ら
は
「
未
来
へ
の
元
気
」
を
も
ら
え

ま
す
。
桜
満
開
の
下
で
、
改
め
て
そ

の
力
を
実
感
。
　
　
　
　（
み
と
こ
）

●
み
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
お
近
く
の
方
に

配
っ
て
頂
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
　T

E
L
0
4
2
-
4
8
8
-
4
1
3
7

●
元
気
派
市
民
と
み
と
こ
の
会
の
事
務
所

は
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
の
十
時
か
ら

十
六
時
ま
で
開
い
て
い
ま
す
。お
見
え

に
な
る
方
は
予
め
お
電
話
下
さ
い
。

伝
言
コ
ー
ナ
ー

　
Ｅ
メ
ー
ル

　g
e
n
k
i
@
g
e
n
k
i
h
a
.
c
o
m

☆
春
と
言
え
ば
、
菜
の
花
の
芥
子
和
え
、
ふ
き
の
と
う
の
天
ぷ
ら
、
ウ
ド
の
酢
み
そ
和
え
。
ま
だ
食
べ
て
い
な
い
の
は
タ
ラ
の
目
の
天
ぷ
ら
、
ワ
ラ
ビ
の
お
浸
し
。
ま
ち
ど
お
し
い
春
の
味
で
す
。（
み
と
こ
）

●●●●●だるま市元気派バザー報告だるま市元気派バザー報告だるま市元気派バザー報告だるま市元気派バザー報告だるま市元気派バザー報告

いつもながら多くの皆様のご協力を得て、３月３日に

行いました。今回は６万円余りの売上となりました。本当

にありがとうございました。

●救急救命講習会に参加して●救急救命講習会に参加して●救急救命講習会に参加して●救急救命講習会に参加して●救急救命講習会に参加して

今回はＡＥＤの応急手

当の講習も受けました。

AEDは高性能の心電図自動

解析装置を内蔵した医療機

器で、心電図を解析して除

細動（電気ショック）が必要な不整脈を判断、突

然の心停止を救う器具。調布市は８５箇所に配置。

都内には救急車が２１７台しかありません。多く

の市民が救命講習を学べば尊い命がもっと救われ

るはず。講習については最寄りの消防署にお問い

合わせ下さい。是非受講してみましょう。

調布市民健康づくりプラン策定委員で運動指導士の高松光子さん

を講師に迎え、プランで提案されている「始める　続ける　楽しん

で」への第一歩「健康づくり」につながる「ウォーキング体験（健

康維持・増進のための歩行運動）」の会を開きます。体を動かしやす

い服装で、お気軽にご参加ください。

５月２８日５月２８日５月２８日５月２８日５月２８日（（（（（日日日日日）））））　　　　　午午午午午後後後後後２２２２２時時時時時～～～～～４４４４４時時時時時

　　深大寺地域福祉センター　大集会室　

●学習会のご案内 　　ウォーキング体験ウォーキング体験ウォーキング体験ウォーキング体験ウォーキング体験　　

　「「「「「始始始始始めめめめめるるるるる　　　　　続続続続続けけけけけるるるるる　　　　　楽楽楽楽楽しししししんんんんんででででで」」」」」をみんなで一緒にをみんなで一緒にをみんなで一緒にをみんなで一緒にをみんなで一緒に

●●●●●（（（（（財財財財財）））））全国建設研修センター主催全国建設研修センター主催全国建設研修センター主催全国建設研修センター主催全国建設研修センター主催「「「「「官官官官官民民民民民

協働のまちづくりを学ぶ」協働のまちづくりを学ぶ」協働のまちづくりを学ぶ」協働のまちづくりを学ぶ」協働のまちづくりを学ぶ」に、に、に、に、に、講師として講師として講師として講師として講師として

参加する。参加する。参加する。参加する。参加する。

武蔵境通りの「環境施設帯整備検討協

議会」に参加して感じた東京都の住民参

加の可能性と課題について、講師の一人

として問題提起。国、都、市町村、民間企

業等様々な立場の受講者と５時間近い研

修でしたが、道路づくりにも住民参加の

プロセスを導入しようとする動きが、よ

うやく始まった事を実感。市職員２名の

参加にびっく

り、その前向き

な姿勢にうれし

くなりました。

元気派ミーティング

５月２５日５月２５日５月２５日５月２５日５月２５日（（（（（木木木木木）））））

午後７時～８時半午後７時～８時半午後７時～８時半午後７時～８時半午後７時～８時半

議会報告会

深大寺地域福祉センター

ＡＥＤを操作するみとこ

熱気一杯のワークショップ




